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研究成果の概要（和文）：グループに参加し実践するスポーツ種目と高齢者の健康との関連を明らかにすること
を目的とした。日本老年学的評価研究（JAGES）の横断データより、65歳以上の63,465人の男性と68,497人の女
性を分析した。 男性ではゴルフ（11.3％）、ウォーキング（8.4％）、グラウンドゴルフ（6.3％） 女性では体
操（13.8％）、ウォーキング（8.3％）、筋トレ（6.2％）の実践者が多かった。潜在的な交絡を調整後も、ゴル
フに参加する男性は主観的健康感が高く、抑うつ度が低く、笑いの頻度が高かった。 女性ではウォーキングが
全てと関連した。これらの種目はスポーツグループ参加者を増やす上で第一の選択肢となる。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to identify the prevalence of specific types of 
sports and exercise groups and the association with health outcomes among older people. We used 
cross-sectional data from the JAGES and analyzed 63,465 males and 68,497 females aged 65 years or 
older. The top three most popular types among males were golf (11.3%), walking (8.4%), and ground 
golf (6.3%). Among females, the top three were fitness exercises (13.8%), walking (8.3%), and weight
 exercises (6.2%). After adjusting for potential confounders, engaging in golf with a group was 
significantly related with excellent self-rated health, low depressive symptoms, and a high 
frequency of laughter. Among females, walking displayed a significant relationship with all three 
characteristics. Golf in older males and walking in older females might be the first choice for an 
effective program to spread sports and exercise groups within the older Japanese community.

研究分野： 運動疫学

キーワード： 介護予防　社会参加　ゴルフ　ウォーキング　日本老年学的評価研究　主観的健康感　うつ　笑い
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の介護予防政策は「地域づくりによる介護予防の推進」が図られ、その一環として“通いの場”を増やし社
会参加の機会を充実させることを目指している。高齢者の社会参加の機会として様々な種類のグループが存在す
るが、スポーツグループの参加者は8種類の会（趣味、老人会など）の中でその後の要介護認定率が最も低いこ
とが報告されている。本研究により、スポーツの中でも特に、高齢者にとって人気と健康効果の両方を兼ね揃え
た種目を明らかにすることができた。その種目を取り入れた“通いの場”を地域に展開する際に、多くの高齢者
が参加しやすく、かつ効果的な活動内容を決定する際の根拠資料を示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 本邦の介護予防事業は転換期を迎え，「地域づくりによる介護予防の推進」の一環として住民
主体の“通いの場”を増やし社会参加の機会を充実させることが喫緊の課題となっている．高齢
者の社会参加の機会として様々な種類のグループや会が存在するが，運動・スポーツの会の参加
者は，8 種類の会（趣味，老人会など）の中でその後の要介護認定率が最も低かった．しかし，
高齢者が会に参加してどのような運動・スポーツの種目を実践しているのか，どのような種目を
実践する高齢者で特に得られる健康効果が高いのかは明らかになっていない． 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では 10 万人超の高齢者を対象とした縦断追跡調査を実施し，1）高齢者が会に参加し
てどのような運動・スポーツの種目を実践しているのか，2）会に参加してどのような種目を実
践する高齢者は健康指標が良いのかを明らかにする． 
 
３．研究の方法 
 
 日本老年学的評価研究（Japan Gerontological Evaluation Study: JAGES）では 2016 年 10 月
から 2017 年 1 月にかけて，全国 39 市町村の 65歳以上の高齢者 279,661 人を対象に自記式郵送
調査を実施し 196,438 人から回答を得た（回収率 70.2％）．そのうち，要支援・要介護認定を受
けておらず，日常生活動作が自立し，性，年齢，スポーツグループへの参加状況の項目に欠損が
無い男性 63,465 名，女性 68,497 名を分析対象とした．良好な主観的健康感（とてもよい），抑
うつ傾向保有（15項目版 Geriatric Depression Scale: 5 点以上），笑いの頻度（ほとんど毎
日）を目的変数，グループに参加して実践するスポーツ種目 19 種目を説明変数（それぞれの非
実践を参照群）として個別に投入したポアソン回帰分析を男女別に実施した．スポーツ関係のグ
ループへの参加頻度，年齢，治療中疾患，飲酒，喫煙，教育歴，等価所得，婚姻状況を調整した． 
 
４．研究成果 
 
 男性の 33.6%，女性の 37.4%がグループに参加して何かしらのスポーツを実践していた．男性
ではゴルフ（11.3%），ウォーキング（8.4%），グラウンド・ゴルフ（6.3%），女性では体操（13.8%），
ウォーキング（8.3%），筋トレ（6.2%）の順で実践者が多い結果であった．年代，都市度，所得
階層ごとに分けて集計した場合でも，多少の順序の前後は見られたものの，いずれの層において
もこれらの種目は上位 4番以内に入っており，共通して実践者が多いことが確認された（表 1）． 
 
表 1. 性、年代、可住地人口密度、等価所得ごとに層別した場合の、実践者が多い上位 5種目

の一覧表 

 
  
 

順位 種目 % 種目 % 種目 % 種目 % 種目 % 種目 %
1 ゴルフ 11.3% ゴルフ 12.7% ウォーキング 10.1% 体操 13.8% 体操 13.3% 体操 14.7%
2 ウォーキング 8.4% ウォーキング 7.3% グラウンド・ゴルフ 10.1% ウォーキング 8.3% ウォーキング 8.2% ウォーキング 8.4%
3 グラウンド・ゴルフ 6.3% 筋トレ 4.0% ゴルフ 9.2% 筋トレ 6.2% 筋トレ 7.2% グラウンド・ゴルフ 6.7%
4 筋トレ 3.6% グラウンド・ゴルフ 3.8% 体操 3.9% グラウンド・ゴルフ 4.5% ヨガ 4.6% 筋トレ 4.6%
5 体操 2.8% 登山・ハイキング 2.7% 筋トレ 3.0% ダンス 4.0% ダンス 4.1% ダンス 3.7%

何かしらに参加 33.6% 何かしらに参加 33.0% 何かしらに参加 34.6% 何かしらに参加 37.4% 何かしらに参加 38.5% 何かしらに参加 35.6%

可住地人口密度（人/km2）で層別

順位 種目 % 種目 % 種目 % 種目 % 種目 % 種目 %
1 ゴルフ 13.0% ゴルフ 10.8% ゴルフ 9.0% 体操 14.4% 体操 16.3% 体操 9.6%
2 ウォーキング 9.4% ウォーキング 8.3% グラウンド・ゴルフ 8.8% ウォーキング 9.2% ウォーキング 8.1% ウォーキング 7.0%
3 筋トレ 5.0% グラウンド・ゴルフ 6.6% ウォーキング 6.7% 筋トレ 7.3% 筋トレ 6.1% グラウンド・ゴルフ 5.6%
4 グラウンド・ゴルフ 4.6% 筋トレ 2.9% 体操 1.9% ダンス 5.1% グラウンド・ゴルフ 4.9% 筋トレ 4.2%
5 登山・ハイキング 3.4% 体操 2.6% 登山・ハイキング 1.9% ヨガ 5.1% ヨガ 3.3% ダンス 3.1%

何かしらに参加 35.5% 何かしらに参加 32.3% 何かしらに参加 32.0% 何かしらに参加 39.6% 何かしらに参加 38.2% 何かしらに参加 32.2%
等価所得（円）で層別

順位 種目 % 種目 % 種目 % 種目 % 種目 % 種目 %
1 ゴルフ 21.3% ゴルフ 14.0% ウォーキング 7.6% 体操 14.2% 体操 15.9% 体操 13.1%
2 ウォーキング 9.0% ウォーキング 9.4% ゴルフ 7.5% 筋トレ 8.9% ウォーキング 9.3% ウォーキング 7.9%
3 筋トレ 5.3% グラウンド・ゴルフ 5.9% グラウンド・ゴルフ 6.9% ウォーキング 8.5% 筋トレ 7.9% 筋トレ 5.0%
4 グラウンド・ゴルフ 3.9% 筋トレ 4.5% 筋トレ 2.8% ヨガ 5.5% ヨガ 4.7% グラウンド・ゴルフ 4.5%
5 体操 2.9% 登山・ハイキング 3.3% 体操 2.5% ダンス 4.6% ダンス 4.7% ダンス 3.6%

何かしらに参加 42.1% 何かしらに参加 38.0% 何かしらに参加 29.2% 何かしらに参加 42.6% 何かしらに参加 42.6% 何かしらに参加 34.3%

<1,000 (n = 16,594)

>=400万 (n = 6,656) 200‒399万 (n = 22,839) <200万 (n = 24,274) >=400万 (n = 6,085) 200‒399万 (n = 21,212) <200万 (n = 25,910)

>= 4,000 (n = 27,758) 1,000‒3,999 (n = 20,688) <1,000 (n = 15,019) >= 4,000 (n = 29,990) 1,000‒3,999 (n = 21,913)

男性 女性
全体 (n = 63,465) 65‒74 歳 (n = 38,618) >=75 歳 (n = 24,847) 全体 (n = 68,497) 65‒74 歳 (n = 42,170) >=75 歳 (n = 26,327)



 また，男性ではゴルフ，女性ではウォーキングのグループに参加している人では，主観的健康
感が高く，抑うつが少なく，笑いの頻度が豊富であることが確認された（図 1）． 
 
 性，年代，都市度，所得階層ごとに，多くの高齢者に受け入れられやすいスポーツ種目が明ら
かになった．中でも，男性ではゴルフ，女性ではウォーキングが，どの層でも参加者が多く，か
つ社会心理的な健康への効果も期待できることから，推奨される種目の第一候補とった． 

 
図 1. 高齢者がグループに参加して実践するスポーツ種目（上位 10 種目）と社会心理的健康指

標との関連 
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1 ゴルフ 11.3% ○ ○ ○ 体操 13.8% ○
2 ウォーキング 8.4% ○ ○ ウォーキング 8.3% ○ ○ ○
3 グラウンド・ゴルフ 6.3% 筋トレ 6.2% ○ ○
4 筋トレ 3.6% ○ グラウンド・ゴルフ 4.5%

5 体操 2.8% ダンス 4.0% ○ ○
6 登山・ハイキング 2.5% ○ ○ ヨガ 3.9% ○
7 水泳 1.8% ○ 水泳 3.2%

8 卓球 1.7% 太極拳 2.7% ○
9 テニス 1.7% ○ 卓球 2.7%

10 ランニング・ジョギング 1.6% ○ 水中運動 2.7%

何かしらに参加 33.6% 何かしらに参加 37.4%

男性（62,224人） 女性（66,871人）
これをやっている人では これをやっている人では高齢者の何%が

グループでこの種目を
実践している？

高齢者の何%が
グループでこの種目を
実践している？
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